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徳島県櫨瞬・東築触鷹禽鋼硫化鉄誠調査

灘城溝窯助＊

難　緒　　鷺

　徳島県に、曳つて昭和3婁鯛蔓洞県麻櫨郡美銀il村東、条にお

いて実施された地すべ動対策用水抜熱ボーリング：窯アか

賑籍贔位銅鉱（C鷲滋驚，班銅鉱を含む含銅硫化鉄鉱）

が発見されたが，’毒地区では数年前にも棋山において同

1ヨ自勺ダ）雛ミーリ　ン・グ畿アカλ　｝養箋多同魚拭力叢翼姦兇さ叡、て承濤静，　・そ

のほかのボーリングでもジがり」撫拳度のものが認めρ

れている．

　フ本調査はこれらの鎌1石（芝）薄釜胎層準を手難垂量し．婁今後の欝建

鉱方針を樹立するため，四扇通産局鉱出部鉱業諜から依

頼をうけて，筆者は昭和澱年薫（〉フ導捻日力払憩鱒鴛liまで

毒隣間にわたつて幅環、地を隷餐望蚤した、，

　なお地形麟は圏土／！甕理院発行の轟万分の蕊地形図から

難 ト分σ）蕊に延図したものを｛吏用uた、、

魚　｛立1蟹および交懸

　調査地区は徳、島本糸泉球申購堤の南プぎ薩鎌£約＄墨鷲灘の灘攣植

郡美郷村東条を中心とし，～東薩，爾北ともおよそ黛蕊轍嵐

にわたる区域で，5万分の薫地形図検肋㎜1の北東隅を

占める．

　交通は山川駅から宮禽窟たは樫平まで麟部交通のバ熟

便があるが，回数は少ない．　（所要時間μ、洲一宮禽約3毒

分）

講．地鷺および地質

　講．蓋　地　形

　調査区域の地形は区域の爾西部から北東部にかけて流

れ愚川田川の、授フこよつて深くえぐられた標高3（鴻岬襲○○

燃の山地で，川沿いに県道が通膿，数個の部落が散在

し、蛭蝶醤当高至響譲で開奪譲さ霜してい懲。

　麟，勲地質

当地区は翁劇瀦酬唱岩類によつて構成献じぐい駆

　区城の南．方薫擬驚内タ卸を西ギ流する！野々／脇川の谷沿いに

大歩危背斜構造の軸が通1），区域内はこの背斜構造の北

寧　難麟駿撫員箏塁灘勝？

翼にあノ篭る顎

　メ磁羅響および片嚢麹1葺のヌ鷺向は簿ぽ瀦芝麟を示すものが薫嚢も

多く，’1塞！）大蓉な慶化はないが横1．llの谷の一一部には北

灘一一一晦東走幽を示すものがある、，、二れは断壕。（1横山断層

と名付ける）に，よ恐部捲的浮緊化と、慰われる．　願斜は

2（〉一3（ドの．iヒ傾斜を飛壽すものが｛ヤ・が，懸域の北東部で

は憩一難翻Nを一般としている，線構造は鐵ぽ東欝で東

へゆるく　（一一鼠〉つ1霧！！ぐいる。，

　結戯片岩類は低腰譲i成，無点紋であつて，1、犠色酵岩と　曝

緑色騒蒙偏を二1体とし，大別して、、襲色ノ睾霧帯と緑色片岩

帯とにわけられるが，これらの片岩静撰こはUばしば両

片岩の薄い縞状遣醗　1篤含まれ，ときに赤鉄石英搾岩の

薄屡が介在する。

　、霧，色片潜は微撒曲構造を多くもち，主おして石墨絹雲

母石英片岩からなるが，部分的に石墨の少ない絹雲母石

英ノ†羅亀、叢1叢している．

　緑色麟轡は緑簾石ないL緑泥石謬瑛謁嚇で，片理が発

議し板ン1犬に1剰『離饗琶“

　講1、査地区の樵i．し1断層以了壌では樺灘l　l，二東コ条，　…P村および

蕎条の答部落をよぎi）厚さおよそ欝翫篇の繕、色片岩帯が

分布するが，ごれを下部、、1、色茸躍帯と名付けノ　その爾

側，すなわちその下位の緑色、片器帯（下部緑’色搾岩帯と

名付ける），訟地区内における分布はわずかであるが，相

蓋奪鷹いもので，野々脇鈎／。1の含銅硫化鉄鉱床を騒胎する

藩責色片岩・帯と陶膨鱗の肇）のと推測される。窟た前髭盤の下

部黒色障岩帯の北側，すなわち上位の緑色茸岩帯（上部

緑色片尉帯と名付ける）は，その上限は中筋部落北方の

川田川沿いに露雛饗陣る黒魚パ燐帯（脚ヒ部黒・色片岩帯鉱蟻

・／寸酵る）まででさ導．さは鱒（｝撫ゴ瓢である．

　駐蜘、瞬新騒以茜では上書己した1ように農つの麟岩馨挙に区分

されるが，同瞬潟以東の各茸楚搾簿との関イ系は，幾周嚢藪塚驚充

分のため明確でない，、

　講擁鉱灘（灘胎の可能性について1）

　徳、賠、県では従来当地区i触で地すψ噸防．出のために翫本

のボー一》ンゲを行なつたが，ぞぴ）状離三は県の資壕鐸裁よ楼

と≧欠のとお！）で凄る、

慕無一く窯難勤
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徳島県樹．い東条地区含銅硫化鉄鉱調査（春城清之助〉
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穂饗調藤轡嬉盤蟹辮轡鵜i・

　鏡地調毒の結果・ボーリング・節漁・島墨墾9麟御、

嫁いずれも、靴部緑色片居帯中融もめで，下部義絶片燐帯

との境に近いものと推定され審が，唱塊挫掘進中み搬一一ジ

ング惣1、警η郷懲嬉㎞襯じ級緑魚茸欝層懲魔もぴ）爺ヤ部黒

色片趨帯に近いもび）である．蘇擁藩顔鷹館床の庸準は胆ド

縄沖にあるもの』構餐潮瀬れ慕鵬

　騨し離舞，践｝尊認搾飛轟壌鎌識は灘鞭除』

いツぐはいずれもギが夢、1鉱の散点にすぎず，地表調査の

結果もヂやけ」および転鉱が全然発見できなかつたこと

を考える燕，はたして稼行紅値する霜鉱部が存在するか

否かは不明で（上部緑色片岩申に富鉱部があれば東条の

学校の下の谷および棋山の谷でヂやけ」がみられるはず

である），もレか！）に稗撫する素．レ瓢も規模の小さいも

のであろう．

　なお下部緑魚持燐帯中の鉱床轍つい鷲は，区域内にお

ける同片眉帯の分布はわずかで，今回はほとんど調査を

していない融で，群網幟不明で／激あ愚が，現在掘進中の

ボー｝／ンヅによ！）ある程度わかるも騨）と灘える。

構髄爆梅嫌越馨下期峯雛膿榊那鞭
られてい愚。すなわちボージンダ蕪魯，蒸，轟護，碁，から

』鷺れた嚇繍鵜1薯総rボ☆蜘編
らの鉱微隷下部緑藍珪岩枠中の董）めと、態われる．

凝施表調鑑あ論果響は盤贈計や1す玉献宅を含ルだ転省

，，継は諦難嚇唯解鷺・繊し』緋旗鰍曙

1灘霧㌘㍉臨轡を等付㌘蜘徽
　ボ＿ジング誇嚇ほから採取した鉱石は象れにみる趨贔

位のものであるが，ただ！個で，厚さも不明であつて，

そのほかのボーリングにみられる鉱微はいずれもrがり雌

鉱程度の貧弱なものLか得られなかつた。し蹴がつて現

在ボーリングの密度が不足しているので，結論を下すの

は尚攣ではあるが，今後探鉱してもあ蚕勢期待できない

と推測する。

丈　餓

斉藤11三次（欝鑓嬉、徳鳥県野々脇含銅硫化鉄鉱山地質鉱

　　　　　　床調査報欝，地質調査所月報，鞘i．2，

　　　　　　一齢．掌

盈．結　　論

従来のボーリジラ讐陛から発発灘れだ鉱徽ほ下蔀黒髄．

儲誌禰鋤




